
フレディ王様 の お話
　 昔

むかし

 ある 所
ところ

に、フレディという 王
おう

様
さま

が 
いました。フレディ王

おう

は、れいぎ正
ただ

しく 
親
しん

切
せつ

で、思
おも

いやりの ある 王
おう

様
さま

でした。
テーブルマナーも きちんと していて、
食

しょく

事
じ

を する 前
まえ

には 必
かなら

ず、おいしい 
食

しょく

事
じ

を 用
よう

意
い

してくれた ことで、
コックさんに お礼

れい

を 言
い

いました。
　けれども、お城

しろ

で 働
はたら

いている 人
ひと

の 
中
なか

には、非
ひ

常
じょう

に マナーの 悪
わる

い 人
ひと

たちも
いました。食

しょく

事
じ

の 前
まえ

に 手
て

を 洗
あら

うなんて 
ことは 決

けっ

して せず、パイが 出
で

れば 
自
じ

分
ぶん

が 一
いち

番
ばん

 大
おお

きいのを 食
た

べようと 
して、さっと わしづかみに するのです。
「ちょっと 失

しつ

礼
れい

」とか 言
い

うことも なく、
ほかの 人

ひと

の 前
まえ

に 手
て

を のばして、ほしい
ものを 取

と

ります。コックさんにも 
だれにも、 食

しょく

事
じ

を 感
かん

謝
しゃ

したりも 
しません。みんな、食

た

べ物
もの

について 
文
もん

句
く

を 言
い

うばかりです。

おう 　さま は なし



　「また チキンかい！　何
なん

で ステーキが 出
で

ないんだ？」と 

言
い

う 人
ひと

も いれば、

　「デザートが パイですって？　わたしは プリンが 

食
た

べたいのに！」と 言
い

う 人
ひと

も います。

　それで、王
おう

様
さま

は 悲
かな

しくなりました。

　（感
かん

謝
しゃ

し、思
おも

いやりを 持
も

ち、ぎょうぎ良
よ

くする ことが 

どんなに 大
たい

切
せつ

かを みんなに 教
おし

えるには、どうしたら 

いいだろう？）　フレディ王
おう

は 考
かんが

えました。

　そして、ある ことを 思
おも

いつきました。

　王
おう

様
さま

は、大
だい

パーティーを 開
ひら

きました。招
しょう

待
たい

状
じょう

には、

とても 特
とく

別
べつ

な パーティーに したいので、きちんとした 

服
ふく

装
そう

を して、手
て

と 顔
かお

を 洗
あら

い、かみの毛
け

も きちんと 

とかしてから 来
く

るようにと 書
か

かれていました。

　いよいよ 大
だい

パーティーの 日
ひ

に なって、会
かい

場
じょう

は 

お腹
なか

を すかせた 人
ひと

で いっぱいに なりました。けれども、

かんじんの 王
おう

様
さま

が、どこにも 見
み

当
あ

たりません。

　「フレディ王
おう

は、どこなんだ？」　人
ひと

々
びと

は ぶつぶつ 

言
い

いました。

　「早
はや

く 食
た

べたいのに！」と 言
い

う 人
ひと

も いました。



　その時
とき

です。ぼろを まとった 非
ひ

常
じょう

に きたならしい 身
み

なりの 人
ひと

が、会
かい

場
じょう

に 飛
と

びこんできました。その 人
ひと

は、王
おう

様
さま

の いすに すわると 食
た

べ物
もの

を 
わしづかみに し、口

くち

に 放
ほう

りこんで クチャクチャと むさぼり食
く

い始
はじ

めました。そばに ある 物
もの

も みんな おしたおされて、めちゃくちゃです。スープも 
ペチャペチャ 音

おと

を たてて 飲
の

むと、指
ゆび

を ペロペロッと なめました。お城
しろ

の 番
ばん

人
にん

が この きたならしい 身
み

なりの 人
ひと

を 追
お

い出
だ

そうと すると、その 
人
ひと

は、よごれて くしゃくしゃに なった 招
しょう

待
たい

状
じょう

を 出
だ

して 見
み

せました。みんな、あぜんと してしまいました。

　ちょうど その時
とき

です。王
おう

様
さま

の 到
とう

着
ちゃく

を 
知
し

らせる トランペットが 鳴
な

りひびきました。
きたない かっこうの 人

ひと

は、手
て

当
あ

たりしだいに 
食
た

べ物
もの

を つかむと、さっさと 外
そと

へ 出
で

て 行
い

って
しまいました。
　会

かい

場
じょう

の みんなが 席
せき

に 着
つ

くと、フレディ王
おう

が 
言
い

いました。「みんな、待
ま

たせてしまって、
すまなかったね。さて、不

ぶ

作
さ

法
ほう

な 人
ひと

が 来
き

て、
わたしの いすに すわっていたのに 気

き

づいた 
人
ひと

は いるかな？」
　「もちろんですとも！」　みんなが 声

こえ

を 
上
あ

げました。「本
ほん

当
とう

に むかつきましたよ！　
マナーの マの 字

じ

も 知
し

らないなんて。」
　「全

まった

く、失
しつ

礼
れい

千
せん

万
ばん

でした。」　ほかの 
人
ひと

たちも 言
い

いました。「ことわりも しないし、
『ありがとう』も 言

い

わないなんて。」
　「わたしも、不

ぶ

作
さ

法
ほう

な 人
ひと

は 大
おお

勢
ぜい

 見
み

たが、
さっきの 人

ひと

は 最
さい

悪
あく

だったね。」と、王
おう

様
さま

が 
言
い

いました。「だからこそ、彼
かれ

を 招
しょう

待
たい

したのだ。」



　「はい、そう しましょう！」　
みんなも、喜

よろこ

んで 答
こた

えました。
「わたしたちも、ぎょうぎよく 
するように 努

つと

めます。」
　コックさんたちが 料

りょう

理
り

を 持
も

って
くると、お客

きゃく

さんは みんな、
コックさんに 対

たい

して ていねいに 
お礼

れい

を 言
い

いました。自
じ

分
ぶん

たちの 
マナーにも 気

き

を つけ、パーティーの 
間
あいだ

じゅう、ずっと 礼
れい

ぎ正
ただ

しく し、
「取

と

っていただけますか」や 
「ありがとう」を ちゃんと 言

い

いました。
　パーティーは 大

だい

成
せい

功
こう

でした。
その日

ひ

からと いうもの、フレディ王
おう

の 
国
くに

では、食
しょく

事
じ

の 時
じ

間
かん

は いつも、
みんなにとって 幸

しあわ

せな ひとときと 
なりました。

                     終
お

わり
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　「一
いっ

体
たい

、なぜですか？」　だれかが ききました。
　「みんなに、不

ぶ

作
さ

法
ほう

な ことが どんなに ひどいか、そして、良
よ

い マナーが どんなに 大
たい

切
せつ

かを 知
し

ってほしかったからだよ。
　  わたしたちは みんな、あの 人

ひと

が したような 無
ぶ

礼
れい

を 多
た

少
しょう

なりとも しているものだ。だが、もう だれも、そんな ふるまいは 
しないように 望

のぞ

むよ。みんな、ぎょうぎよく しようでは ないか！」　フレディ王
おう

が ほほえんで 言
い

いました。


